
巻頭言

変化の節一学会の機能と役割-
総顔別一高/k 英義

ベルリンの壁が消えてから,牡非のさまざまな仙糾みが激動とい

える変化がしている_規制トの独占形態にある通ィ.汁 -ビスと,血

Bi制の髄1L状掛 こある117報処理サービスを+.iな,Hi:組みも大きな変

化をしている

木学会のイ｣二組みも人きな変甘ItlJにあるといえる

本/-(/1会の発腿の節をふりかえると.乍Fnl.技術の発Jjiを軸に,そ

のlLHt'llH'Jに対応したji'全逓常がなされてきた いわゆる●lp'(-'FJ.AIJ･'

0)それぞれの技術者と研究名の光りが,科学技術の偏ALを旨として,

学会としての権威を確立するために,それぞれの帖代の役'割を果た

してきた.

純が国の綻折が発展途上状態にあったとき.それと密倭する科学

技糾 こ対する北が国の研究廿や技術名の枇親方も,その状況に則し

たものであった 掛斉や産菜は術に対する花が国の力がtLI一界をリ-

ドする状況になった現在において.先進的な成熟した社会に対する

仕組みや制度が.まだ我が｢糾こおいて確立していない

大学をとりまく諸々の仕組みや環境はまさに途Ll.州人態に作られ

たものをそのまま維持 している 経済ノJが壮非の ･流となったと

いっても産常非の人々の人'i-やrTJ'会に対する意識は依然として旧態

ではないだろうか

JlL会をとりまく詣托々 の環鳩も大きく変化している その大きな う

ず●'は二つあるようにみえる.その一つは ｢多様化を軸とした自由

鶴/['Jである もう一つは ｢グロパリゼーション｣である

学問 ･科学 ･技術の多様化と共にlJllI偶感の多様化により,人/トさ
まざまな触りがあり.学会へと発展している.本･fJ=公の所動はそれ

らの隣接する学会との戟11を731:識する時代になったといえる 本学

会の内部においても.多様化が進み,州互の凝争が必安となってい
る.このことは学会の設立時からついJは近までの問は.比較的ir1-

的な価仙盛とEl的!:･.誠で.会fl諸兄が学会に参加したことに比較す

ると.人きな変化といえる

学問14支術はそれ自体は本来'/ローパルなものであるが,それを

耽りjJlう人間の法認.とり分け,#lTJや組級になったときの意識は.

EI本の同に閉じた怒皿になりがちであった これを打ち破る窓,織の

ii柴として ‥国際化.Iが多用される ETklm化の概念を考えるとき,

その概念のあいまいさに気がつくと,我が国の関税性の皮令いが理

解できる

ノ芦会は会flによる,会員のための,組織である そのEl指すとこ

ろは.学問 ･科学 .技術の白山な発展競†,を/-kむことと共に,捕外

国との連携の槻となることではないだろうか


